
資

料訪
問
者
審
議
会
（
団
8
こ
ω
9
＜
邑
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

須
々
木

米
　
　
山

哲主

一　
　
　
共
著

夫

序

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
七
一
年
の
裁
判
所
法
（
O
o
自
房
》
9
）
改
正
で

四
季
裁
判
所
（
O
¢
m
旨
震
ω
霧
ω
δ
霧
）
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ

を
選
挙
人
と
す
る
治
安
判
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
地
方
監
獄

（
一
〇
8
一
虞
霰
o
霧
）
の
監
視
機
能
を
営
ん
で
い
た
巡
視
委
員
会
（
≦
ω
葺
轟

9
目
巨
洋
8
ω
）
が
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で

主
に
き
巳
8
巴
冥
一
ω
8
ω
の
監
視
機
能
を
営
ん
で
き
た
訪
問
者
審
議
会

煮
ω
8
三
ω
9
≦
ω
ぎ
お
）
が
全
国
の
刑
務
所
局
（
ギ
冨
8
U
8
弩
壁

日
o
旨
）
管
轄
の
刑
事
施
設
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
訪
問
者
審
議
会
は
一
八
九
八
年
監
獄
法
以
来
の
古
い
歴
史
を
も
つ
制
度

訪
問
者
審
議
会
（
ω
8
呂
ω
9
≦
忽
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

で
あ
る
が
、
全
国
の
刑
事
施
設
に
配
置
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
に
わ
か
に
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
三
年
以
降
、
公
私
三
つ
の
訪
間
者
審
議

会
に
関
す
る
調
査
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
θ
ρ

詣
亀
震
を
委
員
長
と
す
る
「
刑
務
所
の
裁
定
手
続
に
関
す
る
政
府
作
業

委
員
会
」
（
目
訂
譲
o
蒔
一
轟
℃
巽
な
8
》
＆
＆
一
8
二
8
零
0
8
儀
震
霧

ぎ
零
δ
8
ω
）
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
司
法
業
務
研
究
所
（
H
霧
蜂
9
①
9

冒
象
9
巴
》
α
ヨ
一
巳
の
零
簿
δ
ロ
9
夢
o
¢
巳
＄
誘
凶
け
矯
o
｛
聾
【
B
ぎ
鵬
『
餌
箏
）

に
よ
る
調
査
委
員
会
、
及
び
、
旨
d
ω
↓
一
〇
F
国
o
毛
醇
α
い
8
讐
0
8
『

悶
①
昌
巴
国
o
｛
o
同
ヨ
博
↓
冒
o
Z
帥
菖
o
p
巴
》
ω
ω
0
9
四
鉱
o
昌
隔
o
『
9
0
0
霞
①
帥
昌
α

閑
Φ
の
①
琶
o
ヨ
Φ
旨
9
0
験
民
R
。
。
（
Z
》
O
園
O
）
と
い
う
刑
事
司
法
の
改

革
、
発
展
を
め
ざ
す
三
団
体
が
、
元
内
務
大
臣
匂
ゆ
臣
8
0
を
委
員
長
に
設

一
五
三



訪
問
者
審
議
会
（
切
8
三
ω
9
＜
芭
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

け
た
調
査
委
員
会
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
紹
介
し
た
い
と
思
う
の
は
最
後
の
調
査
委
員
会
に
よ
る
報
告

書
で
あ
る
が
、
主
な
内
容
に
入
る
前
に
、
ま
ず
作
業
方
法
か
ら
述
べ
て
見

た
い
。

　
委
員
会
は
い
わ
ゆ
る
政
府
委
員
会
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
公
の
資
料
の

利
用
あ
る
い
は
刑
務
所
局
や
各
刑
務
所
か
ち
の
協
力
の
獲
得
と
い
う
面
で

不
利
な
条
件
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
上
、
構
成
員
が
一
〇
人
と
い
う
少
人

数
で
あ
っ
た
た
め
、
大
規
模
か
つ
組
織
的
な
調
査
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。

少
人
数
の
委
員
会
は
、
団
結
力
、
意
見
の
調
整
に
関
し
て
は
有
利
で
あ
る

が
、
右
の
よ
う
な
諸
条
件
を
考
慮
し
て
、
委
員
会
は
、
一
九
七
四
年
六
月

現
在
一
コ
ニ
あ
る
訪
問
者
審
議
会
の
委
員
長
に
対
す
る
質
問
票
に
よ
る
調

査
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。
一
九
七
四
年
七
月
八
日
、
委
員
長
句
①
臣
8
①

の
名
前
で
各
委
員
長
宛
に
送
ら
れ
た
質
問
票
の
う
ち
七
二
通
が
返
送
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
質
問
票
の
回
答
の
分
析
と
、
訪
問
者
審
議
会
委
員
、
刑
務
所

長
、
元
被
収
容
者
等
の
証
言
の
検
討
の
結
果
作
成
さ
れ
た
の
が
、
こ
れ
か

ら
紹
介
し
よ
う
と
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
な
お
、
本
報
告
書
は
次
の
よ
う

な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

　
序
、
委
員
会
の
構
成
と
独
立

　
第
一
章
　
法
的
背
景

　
第
二
章
訪
問
者
審
議
会
の
今
日
ま
で
の
発
展

　
第
三
章
素
人
審
議
会
は
必
要
か
、
望
ま
し
い
か

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

付
録
一

付
録
二

＊
　
ω
o
貰
α
の

視
委
員
会
」
、

稿
で
は
、

審
議
会
」
を
用
い
る
。

て
も
、
同
資
料
に
従
っ
た
。

一
五
四

審
議
会
は
ど
ん
な
職
務
を
負
う
べ
き
か

　
地
域
社
会
の
効
果
的
な
代
表

　
規
律
維
持
そ
の
他
の
諸
権
限

　
結
論
と
勧
告
の
総
括

　
証
人
リ
ス
ト

　
審
議
会
委
員
長
に
対
す
る
説
明
書
と
質
問
票

　
9
＜
互
8
誘
の
訳
語
と
し
て
は
、
「
調
査
委
員
会
」
、
「
巡

　
あ
る
い
は
「
訪
問
委
員
会
」
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本

法
務
省
矯
正
局
編
「
資
料
・
監
獄
法
改
正
」
に
従
い
、
「
訪
問
者

　
　
　
　
　
ま
た
、
以
下
に
引
用
す
る
各
種
条
文
の
訳
に
つ
い

第
一
章
訪
問
者
審
議
会
の
組
織
と
役
割

　
刑
務
所
局
管
轄
の
す
べ
て
の
刑
事
施
設
に
置
か
れ
る
訪
問
者
審
議
会

は
、
内
務
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
委
員
（
少
な
く
と
も
二
名
以
上
の

治
安
判
事
を
含
む
ー
一
九
五
二
年
監
獄
法
第
六
条
二
項
）
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
委
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
「
監
獄
に
対
し
商
品
叉
は
労

務
を
供
給
す
る
契
約
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
」
（
一
九
六
四
年

監
獄
規
則
第
八
八
条
）
だ
け
で
、
他
に
制
限
は
な
い
。
定
員
は
法
規
上
明

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
、
六
、
七
名
の
と
こ
ろ
か
ら
二
〇
名
以

上
の
と
こ
ろ
ま
で
様
々
な
よ
う
で
あ
る
。
委
員
の
任
期
は
三
年
以
下
（
内



務
大
臣
が
定
め
る
1
規
則
第
九
二
条
一
項
）
で
あ
る
が
、
再
任
も
可
能
で

あ
り
、
長
期
間
在
任
し
て
い
る
者
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
委
員
長
は
内
務

大
臣
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
他
の
委
員
に
よ
吟
て

指
名
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
任
期
は
一
二
月
を
越
え
な
い
期
間
と
さ
れ
て

い
る
（
規
則
第
九
二
条
二
項
三
項
）
。
又
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
原
則
と
し

て
月
一
回
、
あ
る
い
は
、
決
議
文
に
掲
げ
る
理
由
に
ょ
り
、
少
な
く
し
て
・

も
十
分
で
あ
る
と
決
議
し
た
場
合
に
は
、
二
一
月
に
八
回
を
下
ら
な
い
範

囲
で
、
刑
務
所
に
お
い
て
会
合
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
規
則
第
九

三
条
一
項
）
。
そ
し
て
、
こ
の
会
合
と
会
合
の
間
に
、
少
な
く
と
も
委
員

の
一
人
が
、
刑
務
所
を
訪
問
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
規
則

第
九
六
条
一
項
）
。

　
因
に
、
巡
視
委
員
会
は
、
一
二
月
を
任
期
と
し
て
、
四
季
裁
判
所
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
る
治
安
判
事
だ
け
の
委
員
会
で
、
委
員
会
自
ら
委
員
長
を

指
名
し
、
刑
務
所
訪
問
は
毎
週
と
さ
れ
て
い
た
。

　
監
獄
規
則
に
定
め
ら
れ
た
訪
間
者
審
議
会
の
機
能
は
多
岐
に
渡
っ
て
い

る
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
刑
務
所
訪
問
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、
刑
務

所
を
監
視
し
、
被
収
容
者
の
規
律
違
反
行
為
に
対
す
る
裁
定
（
呂
甘
＆
？

讐
一
8
）
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
こ
の
二
つ
の
主
な
機
能
を
め
ぐ
っ

て
、
甘
臣
8
Φ
委
員
会
の
報
告
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

訪
間
者
審
議
会
（
切
8
a
ω
9
≦
忽
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

第
二
章
監
視
機
能

　
一
九
六
四
年
イ
ギ
リ
ス
監
獄
規
則
第
九
四
条
一
項
は
、
「
監
獄
の
巡
視

委
員
会
叉
は
訪
問
者
審
議
会
は
、
監
獄
の
建
物
の
状
況
、
監
獄
の
管
理
及

び
被
収
容
者
の
処
遇
に
関
し
て
、
実
地
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
、
訪
問
者
審
議
会
の
職
務
を
包
括
的
に
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
刑
務
所
行
政
あ
る
い
は
行
刑
に
関
す
る
す
べ
て

の
事
柄
に
つ
い
て
、
直
接
監
視
す
る
役
割
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
役
割
の
遂
行
を
補
足
す
る
手
段
と
し
て
、
同
規
則
は
、
「
訪

問
者
審
議
会
の
委
員
は
、
い
つ
で
も
、
監
獄
の
す
べ
て
の
場
所
に
立
ち
入
」

る
こ
と
が
で
ぎ
、
「
監
獄
に
備
え
付
け
ら
れ
た
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
旨
規
定
し
て
い
る
（
規
則
第
九
六
条
二
項
三
項
）
。
こ
れ
が
言

わ
ば
、
刑
務
所
に
対
す
る
直
接
監
視
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
規
則
第
九
五
条
一
項
は
、
「
監
獄
の
巡
視
委
員
会
又
は
訪
問
者

審
議
会
及
び
そ
の
委
員
は
、
被
収
容
者
が
希
望
す
る
と
き
は
、
そ
の
不
服

の
申
立
て
叉
は
要
求
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
、
訪
問
者

審
議
会
に
対
し
、
被
収
容
者
の
不
服
聴
取
の
役
割
を
与
え
て
い
る
。
「
委

員
は
、
い
つ
で
も
、
監
獄
の
す
べ
て
の
場
所
に
立
ち
入
り
、
す
べ
て
の
被

収
容
老
に
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
」
、
「
か
つ
、
い
か
な
る
被
収
容
者
に
も
、

職
員
の
立
会
な
し
に
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
規
則
第
九
六
条
二
項
）
。
こ
う
し
て
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
被
収
容
者
を

一
五
五



訪
問
者
審
議
会
（
閃
8
置
ω
9
≦
巴
8
話
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

通
し
て
、
い
わ
ば
間
接
的
に
、
刑
務
所
の
実
体
を
把
握
し
、
監
視
の
た
め

の
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
刑
務
所
行
政
あ
る
い

は
行
刑
に
絶
大
な
権
限
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
権
限
を

行
使
し
、
刑
務
所
に
対
し
て
改
善
を
促
す
方
法
に
関
し
て
、
規
則
は
あ
ま

り
具
体
的
な
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
で
き
る
の
は
、
「
所
長
の
注
意
を

要
す
る
事
項
に
つ
ぎ
注
意
を
喚
起
」
す
る
こ
と
（
第
九
四
条
三
項
）
、
「
知

り
得
た
職
権
濫
用
に
つ
き
」
、
「
内
務
大
臣
の
決
定
が
あ
る
ま
で
の
間
、
職

員
の
職
務
執
行
を
一
時
停
止
す
る
」
こ
と
（
第
九
四
条
四
項
）
で
あ
る
。

一
般
的
な
方
法
と
し
て
は
、
毎
年
末
、
内
務
大
臣
に
提
出
す
る
、
監
獄
の

状
況
及
び
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
年
報
の
中
に
、
適
当
と
認
め
る
何
ら
か

め
助
言
及
び
提
案
を
添
え
る
（
第
九
七
条
）
道
が
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
訪
問
者
審
議
会
が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
活
動

し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
監
視
の
手
段
と
な
る
刑
務
所
訪
問
の
回
数
は
、
本
委
員
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ど
の
審
議
会
も
法
規
を
上
回
っ
て

い
る
。

表1

施
設
別

刑
務
所

頻
度

若
年
犯
罪
者
施
設

月

一
度
一
二
週
一
度
一
週
一
度

　
　
訪
　
問
　
回
　
数

14
　
　
　
　
6
　
　
　
　
2
6

18

　
　
　
　
1
　
　
　
　
6

一
五
六

　
し
か
し
、
訪
問
回
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
問
題
は
、
訪
問
す
る
委
員

の
数
、
訪
問
時
間
帯
、
見
る
場
所
、
訪
問
に
か
け
た
時
間
等
で
あ
ろ
う
。

こ
の
中
、
何
を
見
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
本
委
員
会
の
調
査
で
は
、

七
二
人
中
三
六
人
の
委
員
長
が
、
重
要
と
思
っ
た
事
柄
を
列
挙
し
た
（
表

2
）
。
彼
ら
が
最
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
食
物
及
び
厨

表2

場
所
叉
は
事
柄

食
物
及
び
厨
房

被
収
容
者
の
一
般
的
態
度
及
び
職
員
と
被
収
容
者
と
の

関
係
便
所
及
び
清
潔

刑
務
所
の
病
院
及
び
被
収
容
者
の
健
康

生
活
空
間
と
そ
の
一
般
的
維
持
状
況

工
場
職
員
の
福
祉
と
士
気

懲
罰
房
及
び
規
則
第
四
三
条
（
雑
居
か
ら
除
外
さ
れ
た
）

の
受
刑
者

娯
楽
設
備

被
収
容
者
を
訪
問
す
る
者
の
た
め
の
設
備

教
育
・
訓
練
課
程

保
安
及
び
火
災
の
危
険

葵
人
中

2810　10　10　12　14　　2562445

房
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
規
則
第
九
五
条
二
項
が
「
巡
視
委
員
会
又
は



訪
問
者
審
議
会
は
、
そ
の
委
員
を
し
て
、
被
収
容
者
の
食
料
を
ひ
ん
ば
ん

に
検
査
さ
せ
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
命
じ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
頷
け
る
の
で
あ
る
が
、
報
告
に
も
「
教
育
や
福
祉
に
対
す
る

関
心
が
欠
け
て
い
る
の
に
は
が
っ
か
り
し
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
列
挙
事
項
を
見
る
限
り
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
受
刑
者
の
再

社
会
化
の
た
め
の
処
遇
に
は
、
あ
ま
り
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　
次
に
不
服
聴
取
に
つ
い
て
み
よ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
監
獄
規
則
は
、

不
服
聴
取
の
手
続
に
つ
い
て
何
も
規
定
し
て
い
な
い
が
、
被
収
容
者
が
訪

問
者
審
議
会
に
対
し
て
正
式
に
何
ら
か
の
要
請
を
す
る
た
め
に
は
、
常
に

「
申
請
（
ε
嘗
S
瓜
8
ω
）
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ど
の
被
収
容
者
も
、
ど

の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
も
、
訪
問
者
審
議
会
に
申
請
を
す
る
資
格
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
申
請
は
、
定
例
の
会
合
で
正
式
に
審
理
さ
れ
る
。

調
査
に
よ
れ
ば
、
申
請
数
は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

表3

申
請
数

施
設
別

刑
務
所

若
年
犯
罪
者
施
設

月
あ
た
り
の
申
請
数

一
以
下

1223

一
－
三
52

四
ー
一
〇

130

一
以
上

70

も
う
一
つ
の
申
請
方
法
は
、
訪
間
委
員
が
施
設
内
を
見
回
っ
て
い
る
と

訪
問
者
審
議
会
（
国
8
＆
ω
9
＜
芭
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

き
に
、
被
収
容
者
が
直
接
に
提
起
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
監
獄
法
施
行
規
則
が
「
巡
閲
官
吏
ニ
ハ
書
面
叉
ハ
ロ
頭
ヲ
以
テ
情
願
ヲ

為
ス
コ
ト
ヲ
得
」
（
第
五
条
一
項
、
傍
点
筆
者
）
と
し
て
い
る
の
と
似
て
い

る
。　
ま
た
、
申
請
の
他
に
、
い
く
つ
か
の
施
設
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
．
シ
ス

テ
ム
（
畠
巳
o
碧
ω
3
ヨ
）
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
人
又
は
数
人

の
委
員
が
週
一
回
決
め
ら
れ
た
時
問
に
、
施
設
で
被
収
容
老
か
ら
不
服
を

聞
く
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
ま
だ
行
き
渡
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
表
3
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
訪
問
者
審
議
会
に
対
す
る
申
請
は
比

較
的
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
他
に
不
服
申
立
の
手
段
が
あ

る
（
の
①
ρ
い
弊
頃
巴
一
白
津
σ
ヨ
即
O
『
き
磯
置
磯
℃
ユ
8
拐
｝
お
誤
9
℃
や

一
お
ー
一
謹
）
か
ら
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
基
本
的
な
理
由

は
、
報
告
書
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
被
収
容
者
側
に
、
刑
務
所
職
員

と
訪
問
者
審
議
会
委
員
と
の
同
一
視
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る

元
受
刑
者
は
次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
「
訪
問
者
審
議
会
の
委
員
と
所
長
そ
の
他
の
職
員
と
の
討
論
は
、
受
刑

者
か
ら
は
ず
っ
と
離
れ
た
所
で
行
な
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
外
に
表
わ
れ
た

証
拠
は
、
こ
れ
ら
の
討
論
が
、
お
茶
と
お
菓
子
を
囲
ん
だ
居
心
地
の
よ
い

僚
友
関
係
の
雰
囲
気
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
審
議
会
委
員
と
受
刑

者
と
の
接
触
は
、
通
常
、
工
場
か
運
動
場
で
行
な
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

一
五
七



訪
問
者
審
議
会
（
切
〇
四
三
ω
9
＜
巨
8
誘
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

看
守
長
（
冥
ぼ
。
ゼ
巴
o
曲
o
R
）
が
ほ
と
ん
ど
常
に
付
添
っ
て
い
る
。
」

　
要
す
る
に
、
被
収
容
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
刑
務
所
職
員
の
仲
問
で
あ

る
訪
問
者
審
議
会
委
員
に
、
ど
の
よ
う
な
不
服
を
申
し
立
て
た
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
が
何
ら
か
の
解
決
法
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
訪
問
者
審
議
会
の
独
立
性
に
対
し
て
懐
疑
の
目

が
向
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
監
視
機
能
の
現
状
に
鑑
み
、
委
員
会
報
告
は
様
々
な
勧
告
を

し
て
い
る
。

臥
　
監
視
方
法
に
つ
い
て
。

　
表
1
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
部
分
の
訪
問
者
審
議
会
が
法
規
で

要
求
さ
れ
て
い
る
最
低
限
よ
り
多
く
の
訪
問
を
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

は
、
巡
視
委
員
会
が
毎
週
監
獄
を
訪
問
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

た
と
い
う
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

刑
務
所
を
訪
問
す
る
こ
と
だ
け
で
、
刑
務
所
を
監
視
し
て
い
る
と
考
え
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。
委
員
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
部
屋
か
ら
の
観
察
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
委
員
は
異
な
る

時
間
帯
に
訪
問
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
さ
も
な
い
と
、
ど
の
委

員
も
、
あ
る
一
定
の
時
間
帯
、
昼
あ
る
い
は
夜
の
刑
務
所
を
経
験
し
な
い

こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
刑
務
所
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
楽
な
時
間
帯
を

作
り
出
す
結
果
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
担
当
の
施
設
に
つ
い

て
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
包
括
的
な
知
識
を
も

一
五
八

つ
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
委
員
会
勧
告
は
、

　
「
委
員
に
よ
る
訪
問
回
数
は
、
担
当
の
施
設
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
あ

　
る
い
は
部
分
的
に
し
て
も
、
合
理
的
な
範
囲
で
熟
知
し
て
い
る
と
い
う

　
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
増
加
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

　
次
に
、
「
施
設
の
生
活
に
つ
い
て
何
か
発
見
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
最

も
よ
い
方
法
は
、
被
収
容
者
と
話
を
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
」
そ
の
際
の
不
服
聴
取
も
訪
問
者
審
議
会
の
重
要
な
職
務
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
被
収
容
者
が
、
委
員
の
訪
問
時
に
申
請
す
る
方
法
は
、
非
能
率

的
で
あ
り
不
適
切
で
あ
る
と
思
う
。
話
し
合
い
は
急
が
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
し
、
又
不
便
で
も
あ
る
。
そ
の
有
様
は
非
常
に
目
立
ち
、
あ
る
被
収
容

者
を
思
い
止
ま
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
一
方
他
の
被
収
容
者
に
好
ま
し
か

ら
ざ
る
勇
気
を
与
え
る
。
そ
の
上
、
申
請
の
数
は
、
そ
の
訪
問
委
員
の
魅

力
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
」

　
こ
の
よ
う
な
申
請
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
、
報
告
書
は
「
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
シ
ス
テ
ム
」
を
推
奨
す
る
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
れ

ば
、
も
ち
ろ
ん
審
議
会
委
員
は
今
以
上
に
働
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

は
、
被
収
容
者
に
毎
週
定
期
的
な
個
人
相
談
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
速
く
能
率
的
だ
と
い
う
利
点
を
も
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
申
請
と
い
う
形
を
と
る
に
せ
よ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム

を
と
る
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
大
事
な
こ
と
は
、
ま
ず

も
っ
て
全
被
収
容
者
が
訪
問
者
審
議
会
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ



る
。
一
八
九
八
年
監
獄
法
に
規
定
さ
れ
て
以
来
長
い
歴
史
を
も
つ
訪
問
者

審
議
会
で
あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
多
く
の
被
収
容
者
が
そ
の
存
在
を
知
ら

な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
次
の
三

つ
の
方
法
で
、
訪
問
者
審
議
会
に
つ
い
て
の
情
報
が
被
収
容
者
に
与
え
ら

れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
「
第
一
は
、
各
被
収
容
者
に
与
え
ら
れ
る
8
昌

8
鼠
を
新
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
第
二
は
、
刑
務
所
各
棟
に
常
に

『
お
知
ら
せ
』
あ
る
い
は
同
様
の
告
知
板
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
第

三
は
、
施
設
入
所
時
に
口
頭
で
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
」

　
不
服
申
立
手
続
過
程
で
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
被
収
容
者
が
自
分
の

申
立
の
結
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
し

ば
し
ば
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
訪
問
者
審
議
会
が
信

用
さ
れ
る
た
め
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち
が
被
収
容
者
の

た
め
に
し
た
こ
と
を
、
被
収
容
者
が
理
解
す
る
ま
で
説
明
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
訪
問
者
審
議
会
が
各
事
柄
を
慎
重
に
調
査
し
、
そ

れ
ら
を
正
当
に
し
か
も
親
切
に
取
扱
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
被
収
容
者
に

解
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
を
し
た
か
は
、
な
る

べ
く
被
収
容
者
に
直
接
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
記
録
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
勧
告
は
、

　
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
、
被
収
容
者
が
各
週
一
日
決
め

ら
れ
た
時
間
に
申
請
す
る
機
会
を
も
て
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
訪
問

者
審
議
会
は
、
被
収
容
者
が
彼
ら
の
申
請
の
結
果
を
は
っ
き
り
と
知
ら
さ

　
　
　
　
訪
間
者
審
議
会
（
ω
8
巳
ω
9
＜
冤
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

れ
る
よ
う
に
尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
言
っ
て
い
る
。

h
　
独
立
性
に
つ
い
て
。

　
刑
務
所
の
監
視
機
能
を
果
す
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
刑
務
所
社
会

を
組
織
す
る
職
員
i
刑
務
所
局
－
内
務
省
か
ら
も
、
ま
た
被
収
容
者
か
ら

さ
え
も
独
立
の
機
構
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
「
訪
問

者
審
議
会
の
委
員
は
、
刑
務
所
局
の
助
言
に
よ
り
内
務
大
臣
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
内
務
大
臣
は
意
の
ま
ま
に
任
命
を
打
ち
切
る
こ
と

も
で
き
る
。
さ
ら
に
、
訪
問
者
審
議
会
の
委
員
長
は
、
内
務
大
臣
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
委
員
の
名
簿
も
、
し
ば
し
ば
刑
務
所
長
や
審

議
会
委
員
長
を
通
し
て
提
出
さ
れ
、
彼
ら
は
そ
の
選
択
に
絶
大
な
る
影
響

力
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
」
ま
さ
に
訪
問
者
審
議
会
の
独
立
性
は
、

こ
れ
ら
の
関
係
者
の
誠
実
さ
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ

れ
は
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
委
員
が
、

所
長
不
在
の
と
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
受
刑
者
と
会
う
こ
と
が
な
い
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
委
員
に
は
必
ず
上
級
職
員
が
付
添
う
こ
と
な
ど
は
、
す

で
に
右
の
危
険
が
顕
現
し
た
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
実

際
、
多
く
の
場
合
、
被
収
容
者
も
刑
務
所
職
員
も
、
訪
問
者
審
議
会
は
規

律
維
持
の
役
割
と
刑
務
所
管
理
を
援
助
す
る
役
割
と
を
も
っ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
と
見
て
い
る
。

　
訪
問
者
審
議
会
は
監
視
団
体
で
あ
る
が
、
「
そ
の
権
限
が
主
に
説
得
で

あ
る
た
め
に
、
独
立
性
を
示
す
よ
う
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
は
で
き
な
い
の

一
五
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訪
問
者
審
議
会
（
ω
o
巽
房
9
＜
巨
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

で
あ
る
。
」
ま
た
、
刑
務
所
社
会
全
体
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
延
い
て

は
被
収
容
者
の
福
祉
に
も
繋
が
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
訪
間
者
審

議
会
は
、
刑
務
所
職
員
の
士
気
に
関
心
を
も
ち
、
そ
の
福
祉
に
も
注
意
を

向
け
る
の
で
あ
る
が
、
職
員
と
の
関
係
に
用
心
深
い
被
収
容
者
に
は
、
逆

に
そ
れ
が
審
議
会
委
員
と
職
員
と
の
癒
着
に
映
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
結
局
、
任
命
手
続
が
ど
う
で
あ
れ
、
監
獄
規
則
を
楯
に
、
自
ら
監
視
者

で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
の
が
、
訪
問
者
審
議
会

が
そ
の
独
立
性
を
示
す
唯
一
の
道
の
よ
う
で
あ
る
。

　
報
告
書
は
、
現
在
の
任
命
手
続
を
合
理
的
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
訪

間
者
審
議
会
が
明
確
な
独
立
性
を
示
す
た
め
に
必
要
な
事
柄
を
次
の
よ
う

に
勧
告
し
て
い
る
。

　
「
一
、
と
り
わ
け
、
訪
問
者
審
議
会
（
9
琶
色
の
1
報
告
書
は
従
来
の

ω
8
三
ω
9
≦
ω
ぎ
お
と
い
う
名
称
を
O
o
琶
9
ω
と
い
う
名
称
に
変
更

す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
）
間
の
孤
立
を
減
ら
し
、
訪
問
者
審
議
会
を
全

国
レ
ベ
ル
で
代
表
し
、
訓
練
計
画
を
促
進
し
そ
れ
に
参
与
し
、
新
委
員
の
募

集
を
刺
激
す
る
任
務
を
も
っ
た
刑
事
施
設
の
訪
問
者
審
議
会
の
全
国
協
会

（
蝉
Z
彗
一
〇
暴
一
》
ω
ω
o
息
簿
一
〇
昌
o
胤
O
o
琴
o
一
一
の
o
｛
零
轟
二
霧
汁
圃
9
菖
o
拐
）

を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

　
二
、
訪
問
者
審
議
会
の
事
務
官
（
Ω
Φ
蒔
）
は
訪
問
者
審
議
会
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
、
施
設
の
事
務
職
員
の
一
員
で
あ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
訪
問
者

審
議
会
の
構
成
員
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
施
設
は
、
設
備
と
必
要
な
事
務

一
六
〇

機
器
を
供
給
し
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
事
務
官
の
た
め
の
訓
練

コ
ー
ス
が
開
発
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
三
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
定
例
会
合
の
一
部
と
し
て
、
あ
る
い
は
定
期

的
に
、
常
に
私
的
な
会
合
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。

　
四
、
訪
問
者
審
議
会
及
び
そ
の
委
員
は
、
刑
務
所
職
員
と
被
収
容
者
と

の
中
間
に
立
つ
者
と
し
て
、
公
平
な
態
度
を
保
ち
、
ど
ん
な
状
況
に
も
是

々
非
々
の
立
場
に
立
っ
て
対
処
し
、
ま
た
、
ど
ち
ら
か
の
側
へ
の
密
接
な

同
一
視
が
、
彼
ら
の
有
効
性
を
損
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す

べ
き
で
あ
る
。
」

第
三
章
　
裁
定
機
能

　
裁
定
機
能
と
は
、
告
発
さ
れ
た
規
律
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実

を
調
査
し
、
事
実
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
、
違
反
行
為
者
に
対
し
て
処
分

を
科
す
る
機
能
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
監
獄
規
則
に
よ
れ
ば
、
規
律
違
反

行
為
の
中
で
も
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
所
長
に
裁
定
権
限
が
あ
る
。
し

か
し
、
重
大
な
規
律
違
反
（
9
碧
霞
島
9
8
ω
）
の
一
つ
を
犯
し
て
被

収
容
者
が
告
発
さ
れ
た
場
合
に
は
、
「
所
長
は
、
そ
の
告
発
を
却
下
す
る
場

合
を
除
き
、
直
ち
に
、
内
務
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

内
務
大
臣
が
別
段
の
指
示
を
す
る
場
合
を
除
き
、
巡
視
委
員
会
叉
は
訪
問

者
審
議
会
に
そ
の
告
発
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
規
則
第
五
一

条
一
項
）
「
巡
視
委
員
会
叉
は
訪
問
者
審
議
会
に
告
発
が
委
託
さ
れ
た
場



合
に
は
、
そ
の
委
員
長
は
、
二
人
以
上
五
人
以
下
の
委
員
が
出
席
す
る
特

別
会
議
を
召
集
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
。
（
同
条
三
項
）
そ
し
て
、
同
会

議
は
、
「
そ
の
告
発
に
つ
い
て
取
調
べ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、

規
律
違
反
の
事
実
が
立
証
さ
れ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
」
（
同
条
四
項
）
特

権
の
剥
奪
等
の
処
分
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
特
に
重

大
な
規
律
違
反
に
つ
い
て
告
発
を
委
託
さ
れ
た
場
合
に
は
、
委
員
長
は
、

少
な
く
と
も
二
人
の
治
安
判
事
（
冒
路
8
ω
9
浮
。
唱
8
8
）
を
含
む
三

人
以
上
五
人
以
下
の
委
員
の
出
席
す
る
特
別
集
会
を
召
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
規
則
第
五
二
条
二
項
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
訪
問
者
審
議
会
は
、
作
業
報
酬
の
停
止
、
あ
る
い
は
事

実
上
刑
期
を
加
算
す
る
こ
と
に
な
る
刑
の
執
行
の
免
除
の
剥
奪
な
ど
、
か

な
り
厳
し
い
処
分
を
科
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て

も
、
裁
定
に
つ
い
て
も
強
大
な
権
限
を
も
っ
て
い
る
と
一
応
は
言
う
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
規
則
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
訪
問
者
審
議
会
が

裁
定
権
限
を
発
動
す
る
前
提
に
は
、
常
に
、
「
内
務
大
臣
が
別
段
の
指
示

を
す
る
場
合
を
除
き
」
（
規
則
第
五
一
条
一
項
中
、
第
五
二
条
一
項
中
）
あ

る
い
は
「
所
長
に
よ
り
科
せ
ら
れ
る
処
分
で
は
不
十
分
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
」
（
規
則
第
五
一
条
二
項
中
）
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
逆
に
言
え
ぽ
、
刑
務
所
長
や
内
務
大
臣
の
意
向
一
つ
で
、
訪
問
者
審

議
会
に
告
発
が
全
く
委
託
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
訪
問
者
審
議
会
の
裁
定
機
能
は
、
全
く
有
名
無
実
な
も
の

訪
問
者
審
議
会
（
ω
o
貰
器
9
＜
互
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
数
字
の
上
に
も
表
わ
れ
て
お
り
、
「
現
在
四
七
あ

る
若
年
犯
罪
者
施
設
（
巻
巨
磯
O
幣
且
①
お
ぼ
ω
鼻
但
ぎ
昌
）
！
ボ
ー
ス
タ

ル
、
青
年
短
期
収
容
所
（
ω
O
巳
興
号
3
旨
凶
8
8
暮
お
）
、
少
年
短
期
収

容
所
（
冒
巳
9
号
＄
旨
凶
8
8
旨
お
）
ー
で
は
、
ほ
と
ん
ど
裁
定
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
年
間
六
件
に
満
た
な
い
。
い
く
つ
か

の
施
設
で
は
一
、
二
件
で
あ
る
。
平
均
年
間
四
件
と
推
定
し
て
も
よ
い
だ

ろ
う
。
」
「
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
刑
務
所
で
の
数
は
そ
れ
よ
り
多
い
が
、

そ
れ
で
も
、
一
九
七
三
年
中
に
訪
問
者
審
議
会
に
よ
っ
て
裁
定
を
受
け
た

受
刑
者
の
総
数
は
、
約
二
万
九
千
名
の
受
刑
者
の
う
ち
一
六
八
八
人
、
つ

ま
り
約
六
パ
ー
セ
ソ
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
男
子
の
刑
務
所
で
さ
え
も
、

年
間
六
人
以
下
し
か
裁
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
三
分
の
一
（
五
四
ケ
所

中
一
七
ケ
所
、
つ
ま
り
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
な
い
し

一
二
人
に
対
し
て
し
か
裁
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
一
〇
ケ
所
あ
る
。
従

っ
て
、
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
男
子
刑
務
所
で
、
裁
定
は
月
一
件
以

下
平
均
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
裁
定

が
訪
問
者
審
議
会
の
主
な
機
能
と
は
な
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
他
方
の
極
で
、
比
較
的
少
数
の
訪
問
者
審
議
会
、
お
そ
ら
く
四
分

の
一
以
下
が
、
全
裁
定
数
の
三
分
の
二
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
最
後
の

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
裁
定
が
主
な
機
能
に
な
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と

で
あ
る
。
」

一
六
一



訪
問
者
審
議
会
（
田
8
鼠
ω
9
≦
忽
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

　
こ
の
よ
う
な
相
違
が
ど
う
し
て
生
じ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
、
内
務
大
臣
が
別
段
の
指
示
を
し
な
か
っ
た
り
、
所
長
が
訪
問
者
審

議
会
に
告
発
を
委
託
し
な
か
っ
た
り
す
る
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
報

告
書
も
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
部
分
の
訪
間
者
審
議
会
に
と
っ

て
、
裁
定
が
、
そ
の
職
務
の
比
較
的
小
さ
な
部
分
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訪
間
者
審
議
会

が
、
多
く
の
被
収
容
者
か
ら
、
規
律
維
持
の
役
割
を
負
っ
た
者
と
の
み
見

ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
元
受
刑
者
の
ひ
と
り
は
次
の
よ

う
に
証
言
し
て
い
る
。

　
「
訪
問
者
審
議
会
の
最
も
明
白
な
機
能
は
、
刑
務
所
内
の
比
較
的
重
大
な

規
律
違
反
に
裁
定
を
下
す
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
受
刑
者
は
こ
れ
が
審
議

会
の
主
な
役
割
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
刑
務
所
管
理
に
対
す

る
不
服
を
も
っ
て
審
議
会
に
近
づ
く
の
を
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
。
訪
問
者

審
議
会
と
所
長
お
よ
び
職
員
と
の
こ
う
し
た
暗
黙
の
同
一
視
が
、
も
う
ひ

と
つ
の
『
彼
ら
』
と
『
我
々
』
と
い
う
状
況
を
作
り
出
し
、
そ
れ
は
、
審

議
会
委
員
の
そ
の
仕
事
へ
の
接
近
方
法
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
：

　
審
議
会
委
員
は
、
進
ん
で
職
員
に
有
利
な
よ
う
に
、
そ
し
て
不
服
申
立

者
に
不
利
な
よ
う
に
事
件
（
富
霊
①
）
を
前
も
っ
て
判
断
し
て
い
る
と
い
う

印
象
ー
刑
務
所
内
の
規
律
維
持
手
続
（
島
ω
息
讐
醤
曙
鷺
0
8
8
ぎ
鴨
）

中
特
に
著
し
い
印
象
1
を
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
与
え
す
ぎ
る
…
…
。
」

一
六
二

　
こ
れ
に
対
L
て
、
刑
務
官
協
会
（
寄
お
8
0
臼
8
お
、
》
ω
ω
o
息
跨
凶
8
）

の
意
見
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
「
時
々
協
会
は
、
被
収
容
者
の
犯
し
た
規
律
違
反
に
対
す
る
訪
問
者
審
議

会
の
態
度
に
不
服
を
も
っ
て
い
る
。
ぎ
ま
っ
て
こ
れ
ら
の
不
服
は
、
協
会

員
が
、
裁
定
（
ρ
類
畦
α
）
と
し
て
あ
ま
り
に
も
寛
大
な
態
度
だ
と
考
え
る

事
柄
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
協
会
員
が
、
職
員
の
支
え
に
な
る
べ

き
だ
と
信
じ
て
い
る
事
柄
を
十
分
に
は
考
え
て
い
な
い
、
裁
定
で
あ
る
。

他
の
事
柄
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
普
通
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起

る
の
は
、
協
会
員
に
対
す
る
暴
行
事
件
が
含
ま
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　
訪
問
者
審
議
会
の
態
度
は
、
自
己
利
益
と
い
う
狭
い
観
点
か
ら
は
、
刑

務
官
協
会
の
望
ん
で
い
る
も
の
と
は
調
和
し
な
い
が
、
審
議
会
が
そ
の
権

限
を
独
立
に
し
か
も
注
意
深
く
行
使
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
。
実
際
我
々
も
時
々
不
平
を
言
う
が
、
訪
問
者
審
議
会
を
含
む
制
度

に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
お
り
、
試
練
に
立
た
さ
れ
て
い
る
手
続
に
つ
い

て
も
、
い
か
な
る
変
更
も
望
ん
で
は
い
な
い
。
」

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
混
沌
と
し
た
状
態
に
あ
る
訪
問
者
審
議
会
の
裁
定

機
能
に
つ
い
て
、
報
告
書
が
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
か
、
次
に
見

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
「
こ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
委
員
会
の
考
え
方
の
基
礎
に
あ
る
原
則
は
、

訪
問
者
審
議
会
あ
る
い
は
9
琶
畠
（
委
員
会
は
こ
の
名
称
が
好
ま
し
い

と
す
る
）
が
、
監
視
団
体
と
し
て
確
認
さ
れ
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、



と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
訪
問
者
審
議
会
が
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
に

せ
よ
、
管
理
的
な
諸
権
限
を
行
使
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
」
中
で
も
、
「
重
大
な
規
律
違
反
に
対
す
る
裁
定
は
、
規
律
維
持
、

従
っ
て
施
設
管
理
の
中
心
的
機
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
関
係
す
る
こ
と

は
、
監
視
団
体
の
明
確
な
独
立
性
を
確
立
す
る
必
要
性
と
矛
盾
す
る
。
」

　
委
員
会
は
、
監
視
機
能
と
裁
定
機
能
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
し
て
、

訪
問
者
審
議
会
が
監
視
機
能
に
の
み
専
念
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

　
確
か
に
法
規
の
上
で
も
、
監
視
機
能
、
と
り
わ
け
、
直
接
の
監
視
に
つ

い
て
は
、
訪
問
者
審
議
会
が
主
要
な
役
割
を
演
ず
べ
ぎ
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
い
る
の
に
反
L
て
、
裁
定
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
二
次

的
、
あ
る
い
は
三
次
的
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
も
っ
と

も
処
分
に
関
し
て
は
、
所
長
よ
り
ず
っ
と
重
い
制
裁
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
、
被
収
容
者
の
訪
問

者
審
議
会
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
作
り
上
げ
て
い
る
と
言
え
な
く
も

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
も
言
及
し
て
お
り
、
特
に
重
大
な

規
律
違
反
の
場
合
に
、
訪
問
者
審
議
会
が
違
反
者
に
対
し
て
一
八
O
日
を

越
え
る
刑
の
執
行
の
免
除
の
剥
奪
と
い
う
処
分
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
は
適
当
で
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
）
。
裁
定
機
能
は
刑
務
所
内
部

の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
刑
務
所
社
会
の
片
方
の
代
表
者
で
あ
る
所
長
、
あ

る
い
は
そ
の
系
統
上
の
内
務
大
臣
が
果
す
こ
と
に
な
っ
て
も
、
不
都
合
で

は
な
い
が
、
監
視
は
事
柄
の
性
質
上
、
第
三
者
的
な
団
体
が
営
む
の
が
ふ

訪
問
者
審
議
会
ヘ
一
W
8
瓦
ω
9
≦
玖
8
誘
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

さ
わ
し
く
、
こ
の
場
合
に
は
、
一
般
的
な
監
視
は
も
と
よ
り
、
裁
定
に
対

す
る
監
視
も
、
そ
れ
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
委
員
会
は
、
「
監
視
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
団
体
は
、
規
律
維
持
機
能

を
営
む
べ
き
で
な
い
。
」
と
言
い
、
勧
告
と
し
て
次
の
諸
事
項
を
あ
げ
て

い
る
。

　
「
重
大
な
犯
罪
的
規
律
違
反
を
裁
判
所
で
審
理
し
て
も
ら
う
よ
う
送
致

す
る
と
い
う
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
政
策
は
、
続
け
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
従
う
べ
き
諸
原
則
に
つ
い

て
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
刑
務
所
局
と
司
法
当
局
（
甘
島
o
冨
q
）
と

の
間
で
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
重
大
な
規
律
違
反
は
、
巡
回
裁
判
官
（
Ω
容
島
什
｝
且
鵯
ω
）
か
市
裁
判

官
（
寄
8
益
段
ω
）
の
任
命
に
必
要
な
地
位
に
あ
る
法
律
家
か
ら
選
ば
れ

る
専
門
の
裁
定
者
に
よ
り
審
理
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
仕

事
の
指
揮
を
巡
回
裁
判
官
が
と
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
裁
定
委

員
会
（
麗
ま
一
）
は
大
法
官
（
冒
巳
O
富
8
亀
興
）
に
よ
っ
て
任
命
さ

れ
、
こ
の
計
画
（
ω
o
冨
ヨ
Φ
）
の
管
理
は
、
刑
務
所
長
と
巡
視
官
（
Ω
言
巳
什

》
α
ヨ
凶
巳
ω
9
緯
段
）
が
共
同
で
行
な
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
で
き
れ
ば
、
専
門
の
委
員
長
が
、
二
人
の
素
人
委
員
と
同
席
す
る
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
二
人
が
、
当
該
施
設
の
訪
問
者
審
議
会
の
委
員
で
は
な

い
地
方
治
安
判
事
（
一
〇
8
一
ヨ
謎
一
の
貫
魯
8
）
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
監
獄
規
則
は
、
一
事
件
に
つ
い
て
、
内
部
の
規
律
維
持
手
続
で
科
せ
ら

一
六
三



訪
間
者
審
議
会
（
ω
8
旨
ω
9
≦
ω
津
o
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

れ
る
一
年
を
超
え
る
刑
の
執
行
の
免
除
の
喪
失
を
排
除
す
る
よ
う
改
正
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
刑
の
執
行
の
免
除
の
喪
失
を
回
復
す
る
手
続
は
、
施
設
間
の
相
違
を
減

ら
す
と
い
う
観
点
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
ん
な
制

度
（
望
ω
8
ヨ
）
が
考
案
さ
れ
よ
う
と
、
そ
の
中
に
、
施
設
の
訪
問
者
審
議

会
は
含
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。

　
訪
間
者
審
議
会
に
執
行
権
限
を
与
え
る
規
則
は
、
そ
う
し
た
権
限
を
除

去
す
る
よ
う
修
正
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
規
則
の
下
で
特
別
な
統
制
方
法
を

採
用
す
る
い
か
な
る
場
合
に
も
、
訪
問
者
審
議
会
が
情
報
を
受
け
、
委
員

が
訪
問
す
る
と
い
う
要
求
を
強
め
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

第
四
章
　
素
人
審
議
会
の
是
非

　
報
告
書
に
よ
る
と
、
調
査
に
応
じ
た
七
二
名
の
訪
問
者
審
議
会
の
委
員

長
の
職
業
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
農
民
、
土
地
管
理
者
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10

　
会
社
役
員
、
銀
行
家
、
保
険
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
19

　
知
的
自
由
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
教
育
者
（
大
学
の
教
員
を
含
む
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
サ
ー
ビ
ス
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
役
人
、
地
方
政
治
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
労
働
組
合
幹
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

一
六
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肉
体
労
働
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
主
婦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
こ
れ
で
も
解
か
る
と
お
り
、
訪
問
者
審
議
会
の
委
員
長
に
は
ほ
と
ん
ど

法
律
専
門
家
あ
る
い
は
行
政
専
門
家
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
委
員
も
、
治

安
判
事
を
含
め
て
大
多
数
が
他
に
職
業
を
も
っ
て
い
る
者
た
ち
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
訪
問
者
審
議
会
は
一
昌
び
8
巳
で
あ
る
。
こ
う
し
た
素
人
審

議
会
が
刑
務
所
を
監
視
し
、
あ
る
い
は
ま
た
規
律
違
反
に
裁
定
を
下
す
役

割
を
負
う
こ
と
に
は
、
賛
否
両
論
が
あ
る
。

　
ま
ず
賛
成
の
議
論
で
は
五
つ
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
、
刑
務
所
は
多
く
の
我
々
の
仲
間
の
市
民
を
収
容
し
て
い
る
が
、
彼

ら
も
国
会
に
よ
っ
て
監
獄
法
及
び
同
規
則
に
定
め
ら
れ
た
諸
権
利
の
保
持

を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
最
低
限
、
諸
規
定
の
形
式
的
要
求
は
満
た
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
解
釈
の
基
礎
に
な
る
精
神
で
あ

る
。
こ
う
し
た
事
柄
を
刑
務
所
局
に
雇
わ
れ
て
い
る
者
に
の
み
任
せ
る
こ

と
は
、
彼
ら
自
身
の
理
由
で
判
断
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
た
め
の
独
立
の
監
視
が
ど
う
し
て
も

必
要
で
あ
る
。

　
二
、
刑
務
所
の
処
遇
が
不
十
分
あ
る
い
は
不
満
足
と
感
じ
て
い
る
被
収

容
者
に
は
、
彼
ら
の
ケ
ー
ス
を
外
部
社
会
が
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
提
出

す
る
方
法
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。



　
三
、
特
に
懲
罰
の
場
合
に
、
公
衆
は
、
他
の
市
民
よ
り
ず
っ
と
多
く
の

規
則
で
縛
ら
れ
て
い
る
被
収
容
者
が
、
公
平
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
自
信

を
も
て
る
よ
う
に
な
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
主
な
制
裁
は

独
立
の
団
体
に
よ
っ
て
の
み
科
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
四
、
刑
事
施
設
は
特
定
の
地
域
社
会
内
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
両
者

は
何
ら
か
の
関
係
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
関
係
は
、
地
域
の
市
民

グ
ル
ー
プ
が
仲
介
の
労
を
と
る
な
ら
、
高
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
訪

問
者
審
議
会
は
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
素
人
が
公
衆
行
政

（
2
匹
o
且
巨
邑
馨
惹
菖
o
p
）
に
参
加
す
る
と
い
う
英
国
の
伝
統
と
も
全

く
一
致
し
て
い
る
。

　
五
、
独
立
の
市
民
団
体
が
自
由
に
刑
務
所
に
入
れ
る
と
す
れ
ぽ
、
刑
務

所
は
社
会
化
さ
れ
、
職
員
は
、
公
衆
か
ら
懐
疑
の
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
が

な
く
な
る
。

　
以
上
が
賛
成
論
の
根
拠
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
反
対
論
は
次
の
三

つ
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。

　
一
、
訪
問
者
審
議
会
が
珍
し
い
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
に
反

対
す
る
理
由
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国
々
が
そ
れ
な
し
に
や
っ
て
行
け
る

と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
本
当
に
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
高
度
な
法
制
度
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
誠
実
で
専
門
的
な
刑
務
所
業
務
は
、
我
々
の
述
べ

た
す
べ
て
の
機
能
を
素
人
監
視
者
の
団
体
の
必
要
な
し
に
成
就
す
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
が
力
説
さ
れ
て
い
る
。

訪
問
者
審
議
会
（
ω
8
鼠
ω
9
＜
巨
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

　
二
、
審
議
会
が
成
就
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
諸
機
能
に
は
矛
盾
が
あ

る
。
規
律
維
持
の
権
限
を
も
ち
、
従
っ
て
、
施
設
の
当
局
を
支
え
る
と
い

う
機
能
を
も
っ
た
団
体
は
、
独
立
の
監
視
団
体
と
は
見
ら
れ
な
い
し
、
被

収
容
者
も
多
く
を
期
待
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
三
、
ほ
と
ん
ど
の
被
収
容
者
は
審
議
会
を
信
頼
し
て
い
な
い
し
、
大
多

数
は
そ
れ
と
何
の
関
係
も
も
っ
て
い
な
い
。
審
議
会
は
、
被
収
容
者
の
要

求
を
容
れ
る
権
限
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
が
、
被
収
容
者
に
も
審
議
会
自

体
に
も
冷
笑
的
な
も
の
の
見
方
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
制
度
の
将
来
や
施

設
の
運
営
に
関
す
る
諸
決
定
に
つ
い
て
も
、
審
議
会
が
相
談
を
受
け
る
こ

と
は
め
っ
た
に
な
く
、
そ
の
影
響
力
も
末
梢
的
で
あ
る
。
ま
た
、
審
議
会

委
員
は
あ
ま
り
に
も
素
人
く
さ
す
ぎ
る
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。
検
査
は
表

面
的
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
し
、
委
員
は
、
訪
問
時
に
受
け
た
申
請
を
扱

う
に
は
、
十
分
に
刑
務
所
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
申
請
の
取
扱
い
や
裁
定
の
手
続
は
、
委
員
か
ら
も
、
不
適
当
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
機
会
に
も
た
れ
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
妨
げ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
賛
否
両
意
見
に
対
し
て
、
委
員
会
報
告
書
は
次
の
よ
う
な

結
論
を
出
し
て
い
る
。

　
一
、
我
々
に
は
、
独
立
し
た
外
部
か
ら
の
監
視
を
支
持
す
る
憲
法
上
の

議
論
に
は
抗
し
難
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
に
言
う
と

き
、
我
々
は
、
現
在
の
地
位
の
根
底
を
な
す
諸
原
則
を
重
ね
て
主
張
す
る

一
六
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訪
間
者
審
議
会
（
切
o
震
房
9
＜
互
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
我
々
は
、
こ
れ
が
と
に
か
く
審
議
会
の
存
在
を
正

当
化
す
る
根
本
的
理
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に
強
調
し
た
い
。

　
二
、
現
在
の
制
度
の
存
在
を
前
提
に
す
る
と
、
刑
事
施
設
の
「
開
放
」

を
減
じ
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
後
退
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
監

獄
規
則
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
特
権
的
な
出
入
り
が
、
十
二
、
三
人
の
審

議
会
委
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
は
と
に
か
く
大
き
な
改
革
で
あ
る
。
審
議
会
が
専
門
的
検
査

官
制
度
に
置
き
換
え
ら
れ
る
の
を
見
る
の
を
我
々
は
大
変
躊
躇
す
る
だ
ろ

う
。
も
し
そ
れ
が
、
お
そ
ら
く
議
会
関
係
執
行
官
（
℃
鴛
冨
ヨ
窪
9
蔓

O
o
導
ヨ
凶
ω
ω
一
8
R
）
に
雇
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
大
き
な
独
立
性

を
持
つ
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
地
域
に
根
を
お

ろ
し
た
シ
ス
テ
ム
と
い
う
利
点
を
失
な
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
三
、
審
議
会
の
相
容
れ
な
い
諸
機
能
は
、
一
つ
の
問
題
を
提
起
す
る
。

し
か
し
、
監
視
の
役
割
に
優
位
を
与
え
ら
れ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
廃
止

を
是
認
す
る
説
得
力
あ
る
議
論
で
は
な
い
。

　
四
、
審
議
会
の
存
在
を
是
認
す
る
憲
法
上
の
議
論
は
、
そ
れ
が
有
効
で

あ
る
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
質
的
な
こ
と
で
あ
り
、
後
に
こ

の
報
告
書
の
中
で
、
我
々
は
、
何
を
審
議
会
の
よ
い
慣
習
（
付
随
的
に
我

々
が
見
聞
し
た
中
で
最
高
の
も
の
を
抽
出
し
た
）
と
し
て
法
典
の
中
に
入

れ
る
べ
き
か
に
な
い
て
多
く
の
提
案
を
す
る
。
審
議
会
は
有
効
で
な
い
限

り
改
革
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
改
革
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
は
じ
め
て

一
六
六

そ
の
廃
止
は
正
当
化
さ
れ
る
。
今
が
そ
の
よ
う
な
時
期
で
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
我
々
の
最
初
の
勧
告
は
、
従
っ
て
、
審
議
会
は
保
持
さ
れ

る
べ
き
だ
が
、
改
善
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
五
章
　
検
討

　
一
①
臣
8
①
委
員
会
の
主
張
は
、
訪
間
者
審
議
会
が
有
能
な
人
材
を
集
め
、

訪
問
回
数
を
増
や
し
、
そ
し
て
訪
問
内
容
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

監
視
機
能
を
強
め
、
施
設
管
理
と
重
大
な
か
か
わ
り
の
あ
る
裁
定
と
い
う

監
視
機
龍
ど
は
相
容
れ
な
い
機
能
を
他
の
団
体
に
譲
る
べ
き
だ
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
否
む
し
ろ
、
そ
の
主
張
は
、
訪
問
者
審
議
会
が
監
視
機

能
に
専
念
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
う
方
が
適
当
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
主
張
は
正
当
で
あ
る
と
思
う
。

　
確
か
に
伝
統
的
な
用
語
法
で
「
刑
務
所
の
監
視
」
と
言
う
場
合
、
そ
の

内
容
は
、
刑
務
所
で
被
収
容
者
が
ど
の
よ
う
な
処
遇
を
受
け
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
被
収
容
者
に
対
し
て
不
当
な
人
権
侵
害
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い

か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
見
張
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
委
員
会
も

こ
う
し
た
文
脈
で
「
監
視
」
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
つ
い
最
近
ま
で
、
特
別
権
力
関
係
が
行
刑
の
分
野
で
広
く
主
張
さ
れ
て

い
る
間
、
わ
が
国
で
は
、
お
そ
ら
く
、
「
刑
務
所
の
監
視
」
と
い
う
発
想

す
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
一
八
九
八
年
監
獄
法
以

来
、
刑
務
所
監
視
の
た
め
の
訪
問
者
審
議
会
あ
る
い
は
巡
視
委
員
会
等
を



持
ち
続
け
て
い
る
英
国
は
進
歩
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
今
日
の
よ
う
に
、
「
受
刑
者
も
拘
禁
と
そ
れ
に
付
随
す
る
制

限
を
除
き
、
一
般
市
民
と
同
様
の
権
利
を
保
持
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
自

明
の
こ
と
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
受
刑
者
の
積
極
的
な
処
遇
参
加
、
処
遇
を

受
け
る
権
利
、
受
け
な
い
権
利
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
時
代
に
お
い
て
は
、
以

前
と
事
情
が
少
し
異
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
の
監
視
で
は

刑
務
所
の
物
理
的
な
状
態
や
、
刑
務
所
当
局
↓
受
刑
者
　
〔
㌘
閑
①
翼
一
8

（
ω
“
零
δ
8
2
臨
↓
7
零
一
ω
8
震
）
〕
と
い
う
筋
道
が
主
に
問
題
に
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
刑
務
所
の
歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
当
然
出
て
来
る
は

ず
の
政
策
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
刑
務
所
社
会
を
構
成
す
る
、
職
員
－
所
長
－
国
と
い
う
一
方

の
当
事
者
と
、
受
刑
者
と
い
う
も
う
一
方
の
当
事
者
と
が
、
対
等
な
権
利

義
務
の
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
乏
き
、
我
々
は
“
刑
務
所
当
局
↓
受
刑

者
〔
国
（
の
↓
勺
）
〕
と
い
う
図
式
だ
け
で
は
な
く
、
受
刑
者
↓
刑
務
所
当
局

〔
閑
（
ω
↑
り
）
〕
と
い
う
図
式
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
監
視
機
能
を
営
み
な
が
ら
、
他
方
で
裁
定

機
能
も
営
む
と
い
う
訪
問
者
審
議
会
は
、
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

　
犯
罪
に
は
通
常
被
害
が
あ
り
被
害
者
が
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
内
処
遇

が
発
達
し
た
今
日
、
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
る
よ
う
な
犯
罪
者
に
対
す
る
被

害
者
の
復
讐
感
情
は
非
常
に
大
き
い
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か

訪
問
者
審
議
会
（
切
o
舞
房
曾
く
互
8
冨
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

し
国
は
、
そ
う
い
う
被
害
者
も
含
め
て
す
べ
て
の
被
害
者
か
ら
復
讐
権
を

奪
い
、
す
べ
て
自
ら
の
も
の
と
し
た
。
被
害
者
そ
し
て
犯
罪
に
ょ
っ
て
波

紋
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
社
会
の
人
々
が
、
国
の
犯
罪
者
に
対
す
る
措
置
に

興
味
の
な
い
は
ず
は
な
い
。
こ
こ
に
も
第
三
者
に
よ
り
監
視
の
目
が
向
け

ら
れ
て
然
る
べ
き
も
の
と
思
う
。
訪
問
者
審
議
会
の
裁
定
機
能
を
、
こ
の

よ
う
な
立
場
か
ら
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
図
式

的
に
言
え
ば
、
監
視
機
能
（
広
義
）
は
、
監
視
機
能
（
狭
義
）
と
裁
定
機

能
を
含
む
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
団
体
が
両
機
能
を
営
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
委
員
会
報
告
で
も
強
調
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
両
機
能
は
相
容
れ
な
い
面
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た

裁
定
に
対
す
る
監
視
も
必
要
で
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
刑
務

所
当
局
は
特
に
監
視
機
能
に
注
目
し
、
被
収
容
者
は
裁
定
機
能
に
注
目
す

る
。
そ
う
す
る
と
、
両
機
能
を
同
時
に
営
む
団
体
は
ど
ち
ら
か
ら
も
信
頼

さ
れ
ず
気
嫌
い
さ
れ
る
と
い
う
身
動
き
の
で
き
な
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
う
。
ま
さ
に
訪
問
者
審
議
会
の
現
状
そ
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
、
裁
定
機
能
を
他
の
独
立
の
団
体
に
任
せ
よ
う
と
す
る
委
員
会
の

提
案
は
正
し
い
方
向
に
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結

昔五
口口

監
獄
法
改
正
要
綱
は
、
刑
務
所
の
監
視
に
つ
い
て
特
別
な
規
定
を
設
け

一
六
七



訪
問
者
審
議
会
（
切
8
巳
ω
9
＜
盗
8
お
）
と
刑
務
所
監
視
機
能

て
お
ら
ず
、
不
服
申
立
に
つ
い
て
も
、
現
行
法
ど
お
り
情
願
と
い
う
内
部

処
理
の
方
法
を
と
っ
た
。
ま
た
従
来
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
独
自

の
不
服
申
立
制
度
の
創
設
も
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
懲
罰
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
懲
罰
審
査
会
の

議
を
経
て
科
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
る
が
、
懲
罰
審
査
会
の
組
織
内
容
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
英
国
で
は
、
刑
事
裁
判
に
も
陪
審
制
が
と
ら
れ
、
裁
判
官
に
も
素
人
が

多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
一
般
市
民
の
行
政
、
司
法
へ
の
参
加
が
一
般
化
し

て
い
る
国
と
、
我
が
国
の
よ
う
に
、
公
の
こ
と
は
す
べ
て
専
門
家
に
任
せ

る
の
を
よ
し
と
す
る
国
と
を
形
式
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す

な
わ
ち
、
我
が
国
へ
訪
問
者
審
議
会
の
よ
う
な
一
般
市
民
に
よ
る
監
視
団

体
を
導
入
し
て
も
、
そ
れ
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
背
景
に
あ
る
「
刑
務
所
の
監
視
」
と
い
う
精
神
は
、
受
刑
者
の
人

権
へ
の
関
心
が
高
ま
れ
ぽ
高
ま
る
ほ
ど
、
そ
し
て
逆
に
、
受
刑
者
が
甘
や

か
さ
れ
れ
ば
甘
や
か
さ
れ
る
程
、
顧
み
ら
れ
ず
を
え
な
く
な
っ
て
く
る
よ

う
に
思
う
。

　
委
員
会
報
告
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
以
外
の
訪
問
者
審
議
会
の
機
能
に

つ
い
て
も
、
ま
た
審
議
会
委
員
の
訓
練
等
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、

割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
報
告
書
の
原
文
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
り
ー
グ
の
会
員
で
も
あ

り
、
早
稲
田
大
学
刑
事
政
策
問
題
研
究
会
の
会
員
で
も
あ
ら
れ
る
辻
本
義

一
六
八

男
氏
が
提
供
し
て
下
さ
り
、
翻
訳
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
末
筆
で
は
あ
る
が
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。


